
「ヤングケアラー」に関する実態調査（第 2 弾） 
 

目  的：介護を担っているヤングケアラーに対して、介護支援専門員が実践している取り組みの

実態を把握するとともに、課題を整理し、支援策の立案や私たちができる事を共に考え

るきっかけとすることを目的とします。 

 

実施主体：一般社団法人長野県介護支援専門員協会（調査・研究委員会） 

 

調査対象：長野県介護支援専門員協会会員 

 

調査方法：オンライン回答 下記 QRコードまたは URLよりご回答ください。（HP掲載中） 

         

URL: https://forms.gle/YQbwcvqXXQK2YTx5A 

 

※ 本調査は今後の支援体制や地域作りに向けて大切なデータとなりますので皆様のご協力をお

願いします。 

※ 令和４年４月時点で実践している内容でご回答ください。 

※ オンライン回答がどうしても困難な場合は、本アンケート用紙にご回答の上、FAX で事務局

宛（FAX:026-268-1367）お送りください。（5月 18日必着） 

 

調査機関： 令和４年４月 20日（水）～5月 18日（水） 

 

【設問】 

1 回答者情報（回答の内容によって、個別にお問い合わせする場合があります） 

会員番号            氏名                

    
2 担当しているケースの介護支援者について 

2-1 現在関わっている対象者でヤングケアラーと思われる人はいますか 

・いる     ・いない ➜ 設問 8へ 

 
2-2「いる」と答えた方が解答 

   関わっている対象者でヤングケアラーと思われる人数 

  ・1～2人      ・3～4人      ・5人以上 

 

3  ヤングケアラーの年代(複数回答可) 

   ・ ～9歳     ・10～12歳     ・13～15歳     ・16～18歳未満 

 

4 ヤングケアラーが行っている援助の内容（複数回答可） 

・食事の世話（買い物、調理、食事介助、後片付け等） 

   ・家の中の家事(掃除、洗濯、こまごまとした家事を含む) 

   ・身の回りの世話(衣類の着脱介助、移動介助、服薬管理等) 

   ・排せつや入浴の介助 

   ・きょうだいの保育園への送迎 

     ・感情面のケア（精神的な支援・声掛けを含む） 

   ・祖父母の介護や見守り 

   ・金銭管理 

   ・その他 (                        ) 

 

5 ヤングケアラーが援助をすることとなった理由（複数回答可） 

・家族の病気、障がい、精神疾患や入院のため 

集計等の都合上できるだけオンラインでの回答にご協力を 

お願いいたします。 

ヤングケアラーとは？ 

ヤングケアラー 厚生労働省 

 で検索          



・親、祖父母がアルコール等による健康障がい・依存症のため 

・ひとり親家庭であるため 

・家族が仕事で家族のケアに関わることができないため 

・きょうだいに障がいがあるため 

・親が家事をできない状態のため 

・子どもが自発的に行っている 

・他にする人がいないため 

・その他 （                ） 

 

6 ヤングケアラーは家族等を援助することにより、ケアラーのどのような活動が制限されています

か。把握している範囲でご回答ください。（複数回答可） 

   ・学業への支障（遅刻、早退が多い、授業中寝てしまうなど） 

   ・部活動への参加が困難 

   ・友人と遊べない 

   ・家での勉強ができていない 

   ・疲労感がある 

   ・その他（                  ） 

   

7 ヤングケアラーへの対応について 

7-1 担当しているケースや介護を担っているヤングケアラーに対してどのような対応をしました

か（していますか）。ヤングケアラーのケースごとにご回答ください。3ケース以上の場合は、

その他欄に適宜その旨をご記載ください。 

ケース① 

・介護サービスの導入によりヤングケアラー負担の軽減に努めた 

・地域包括支援センターにつなげた 

・地域ケア会議の開催（問題提起） 

・県・市福祉事務所 （家庭相談所、母子父子自立支援、女性相談員）につなげた 

・児童相談所（児童福祉士）につなげた 

・小学校、中学校、高等学校に連絡、スクールソーシャルワーカーとの連携 

・なにもしていない 

・その他  （                                ） 

ケース② 

・介護サービスの導入によりヤングケアラー負担の軽減に努めた 

・地域包括支援センターにつなげた 

・地域ケア会議の開催（問題提起） 

・県・市福祉事務所 （家庭相談所、母子父子自立支援、女性相談員）につなげた 

・児童相談所（児童福祉士）につなげた 

・小学校、中学校、高等学校に連絡、スクールソーシャルワーカーとの連携 

・なにもしていない 

・その他  （                                ） 

 

7-2「なにもしていない」と答えた方が回答 

 何もしていない理由【記述式】 

 

 

8  あなたの地域でヤングケアラーに対する支援体制・環境づくり等について行われていることがあ

れば教えてください。 

 

 

9  ヤングケアラーに対する支援のため、県や市町村に求めたいことなどがあれば教えてください。  

 

 

調査は以上です。ご協力 ありがとうございました。 


